
本
書
は
、
日
本
中
世
史
研
究
の
泰
斗
で
あ
り
、
『
富
山
県
史
』
執
筆

に
も
関
わ
ら
れ
た
著
者
の
、
一
六
篇
の
論
考
を
収
録
し
た
論
文
集
で
あ

る
。
目
次
を
示
す
（
副
題
は
、
割
愛
し
た
）
。

序
章
ム
ラ
の
歴
史
を
考
え
る

第
1
章
ム
ラ
の
持
続
性
に
つ
い
て

一
風
土
記
の
ム
ラ

二
古
代
伊
豆
の
サ
ト
と
ム
ラ

三
野
田
村
木
簡
考

四
菫
源
狭
山
池
改
修
碑
に
つ
い
て

五
俊
乗
房
頂
源
の
宗
教
的
経
済
活
動

六
葛
野
大
堰
と
今
井
用
水

第
2
章
ム
ラ
の
神
さ
ま
（
敷
き
ま
す
神
）
の
発
見

一
賀
茂
日
本
の
神
と
歴
史
学

二
村
の
神
さ
ま

三
中
世
阿
蘇
の
神
々
と
村
々

四
ム
ラ
を
忘
れ
た
歴
史
学

熊

谷

隆

之

『

8
本
の
ム
ラ
と
神
々
』

大

山

喬

平

著

第
3
章
中
世
の
在
地
社
会
を
考
え
る

一
荘
園
制

二
多
様
性
と
し
て
の
列
島
一
四
世
紀

三
鎌
倉
初
期
の
郷
と
村

四
越
中
の
庄
・
郷
・
村

五
田
舎
の
法
は
残
酷
か

六
中
世
人
は
裁
判
で
何
を
争
っ
た
か

終
章
ム
ラ
の
新
た
な
研
究
の
た
め
に

第
3
章
一
「
荘
園
制
」
は
、
越
中
国
石
黒
荘
弘
瀬
郷
を
主
た
る
分
析

対
象
と
し
、
荘
園
を
政
治
、
村
落
を
生
活
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
把
握
し

た
、
著
名
な
岩
波
講
座
論
文
。
「
日
本
中
世
の
荘
園
に
は
膊
が
あ
っ
た
」

の
寸
言
は
、
い
ま
な
お
鮮
烈
で
あ
る
。

ま
た
、
第
3
章
四
「
越
中
の
庄
・
郷
・
村
」
は
、
八
＼
一
六
世
紀
の

文
献
史
料
に
お
け
る
郷
・
村
地
名
の
初
見
を
収
集
・
分
析
し
た
、
本
誌

掲
載
論
文
。
中
世
と
い
う
枠
を
こ
え
、
古
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
越
中

の
地
域
構
成
を
考
え
る
う
え
で
、
不
可
欠
の
論
考
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
本
書
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
越
中
に
と
ど
ま
ら
ぬ
。
越
中

の
も
つ
特
色
を
、
他
地
域
と
の
類
似
・
相
違
の
な
か
で
追
究
す
る
と
い

う
意
味
で
、
本
書
が
取
り
あ
げ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
位
相
に
ふ
れ

て
み
る
の
は
、
い
か
が
。
関
心
の
あ
る
時
代
や
地
域
を
問
わ
ず
、
座
右

に
お
か
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

（
岩
波
書
店
、
二

0
―
二
年
三
月
刊
、
五
六
四
頁
、
本
体
―
二
、

0
0
0円）
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